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Ⅰ．放射性廃棄物の管理処分に関する調査研究 

－1－ 

Ⅰ．放射性廃棄物の管理処分に関する 

調査研究 

１．地下空洞型処分施設性能確証試験 

◇事業の概要 

本事業は地下 50ｍ以深にベントナイト、モルタ

ル及びコンクリートで構築される地下空洞型処分

施設を対象に、原位置における確証試験を行うも

のである。本試験は、大断面の地下空洞における

具体的な処分施設を模擬したわが国初の実規模大

の施工に関わる試験となる。このため、試験の計

画にあたっては、発電所廃棄物の余裕深度処分等

の検討に関係してきた専門家からなる委員会を設

け、幅広く関連する知見や意見等を取り入れて検

討を進めてきた。 

本試験の地下空洞型処分施設の概念を図-1 に、

主な仕様、目標性能を表-1 に示す。廃棄体周囲に

低透水層として緩衝材（ベントナイト）やセメン

ト系材料（低拡散材、コンクリ－トピット、充填

材）で構成される人工バリアを構築し、周辺岩盤

と合わせた多重バリアシステムとして放射性核種

を長期間に渡って閉じ込めるものである。本試験

の初年度に当たる平成 17 年度は、全体的な基本計

画を策定し、平成 18 年度には、この基本計画に基

づき将来の試験計画を策定した。平成 19 年度は、

この試験計画に基づき底部・側部埋戻し材施工確

認試験及び大型振動ローラを用いた底部緩衝材施

工確認試験の一部を行うと共に、施工に伴う挙動

計測データを収集・管理するデータ管理システム

を設置した。 

平成 20 年度は、前年度に引き続き大型振動ロー

ラを用いた底部緩衝材（平成 19 年度の残り 9層の

施工）、高流動モルタルや高流動コンクリートを用

いた底部低拡散材及び底部・奥部・側部コンクリ

ートピット施工確認試験を行った。 平成 21 年度

は、高流動コンクリートを用いた手前部コンクリ

ートピット、高流動モルタルを用いた側部低拡散

材と充填材（一部）及び特殊ノズルを用いた吹付

け工法による側部緩衝材（一部）施工確認試験を

行った。同時に、セメント系材料特性試験やベン

トナイト材料特性試験等の特性試験を実施した。 

平成 22 年度は、充填材（残部）及び小型振動ロ

ーラを用いた振動工法による側部緩衝材（一部）

施工確認試験を行った。同時に、セメント系材料

特性試験、ベントナイト材料特性試験、施工確認

試験等を補完するための特性試験を実施した。 

以下に平成 23 年度実施の概要を述べる。 

なお、本事業は経済産業省資源エネルギー庁の

委託により実施したものである。 

(報告書)平成 23 年度 管理型処分技術調査等事業 
地下空洞型処分施設性能確証試験 報告書 

 

 

 
図-1 地下空洞型処分施設の概念図 

（ 1）に一部加筆） 

表-1 試験施設の主な仕様、目標性能 

主な部位 主な仕様、目標性能 

緩衝材 
材料：ベントナイト(クニゲルＧＸ)
厚さ：1m 
透水係数：5×10-13 m/s 

低拡散材 
材料：セメント系材料 
厚さ：0.6m 
ﾄﾘﾁｳﾑの実効拡散係数：1×10-12 m２/s

コンクリートピット
材料：鉄筋コンクリート 
厚さ：底部 0.8 m、側部・上部 0.7 m

充填材・上部充填材 材料：セメント系材料 
埋
戻
し
材

側部・底部、
奥部 材料：鉄筋コンクリート 

上部 材料：土質系材料、セメント系材料

平成 23 年度の成果 

平成 23 年度は、施工確認試験・初期性能確認試

験として、側部緩衝材試験等を実施した。また、

既設置の計測設備による観測、ひび割れ解析・評

価、セメント系材料・ベントナイト系材料特性に

係るデータを取得した。 

 

(1) 側部緩衝材施工・初期性能確認試験 

今年度は、側部緩衝材施工試験方法として、

小型振動ローラによる振動工法、吹付けロボッ

トを用いた吹付け工法を適用した。 

側部緩衝材施工確認試験の実施箇所を図-2 

に示す。 
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